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書誌索引展望 第18巷 第2号   




総合目録のあり方を検討し，関係桟関を調   
整する委員会が必要である。  
（塾財政的保障  
総合目録の作成には多額の経費が必要であ   
る。英米では財団から資金の提供を受けてき   
たが，このような援助が受けられない場合は   
行政機関としての予算の確保が必要である。  
③維持管理組織  




総合目録編纂の前提条件として目録規則の   
統一が必要である。目録規制の標準化を進め   
るには全国的な書誌情報サービスが必要であ   
る。  
⑤各図書館の責任ある参加  
各図書館は総合目録に収録済みの記入と未   
収録の記入を区別し，廃棄資料を編纂機関に   
通知することが必要である。  
⑥効果の測定と評価  
総合目録の効果を明確にするために，総合   
目録の利用データの収集とその結果の考察が   
必要である。5）   
総合目録を作成する際には，このような条件  
をどう確保するのかを示す必要がある。  
1．2 総合目録の収録範囲  








増加が必要である。8）   
中村初雄は1957年にフィラデルフィア総合日  


































が必要である。   





























（2）総合目録に関する行政   
現在，公共図書館の総合目録には，文部省，  









16）17）   
国立国会図書館は，1993年度から，全国的な  
公共図書館の総合目録ネットワーク・パイロッ  














ドの同定を行うものである。   
前者は参加館の負担が大きく，後者は中心図  
書館の負担が大き・い；参加館の負担を軽減する  
には後者が望■ましい。   
この点は，総合日録作成の際の負担の配分の  
点で問題となる。  







い資料が全国総合目録に収録されてV）た。   
米国では，1942年に，議会図書館から冊子体  
のA Catalo of Books Re［主星咄L 
LibraryofCongressが刊行され，その後，順  
次補遺が刊行されたが，1956年にはこれに代わ  















し，カード形態の全国総合目録に収録した。14）   
重複のない合理的な計画が立てられている点  
はわが国も学ぷ必要がある。  
1．5 わが国の総合目線政策  
（1）総合目録に関する法律  
苔詮索引展望 第18巷 第2号   



























ー ，マーク作成会社の3つの機関があげられて  
いる。   
1．6 都道府県域総合目録の現状   
都道府県立図書館は，一般図書，郷土資料，  
雑誌の3種類の総合目録を作成しているが，3  







る。結果は次の通りである。払）   
1．一般図書館総合目録   1（2．3％）   
2．郷土資料総合目録   14 （32．6％）   
4   
3．雑誌総合目録18 （41．9％）   
このデータは，都道府県立図書館が地域に関  
する情報源としての役割に相応しい力量を持っ  


























の総合目録事業として r新収洋書総合目録一が  
刊行されてきた。お）しかし，学術情報センター  
による総合目録データベース事業が開始され，  





得なくなった。2引   
r新収洋書総合目録Jに見られるように，国  
立国会図書館にとっての図書館ネットワークの  
対象は1980年代初めまでは大学図書館であった。   




①公共図書館の参加館が主要図書館に限定され   
ている反i軌 大学図書館が加わっていること。  
（診公共図書館の参加館はTRCマークないしは   
TRCの印刷カードを用いているため，TRC   
マーク番号によって，マークを同定している   
こと。 29）  
③TRCに対し，市町村立図書館によるTRCマ   
ーク検索使用料を含めたマーク代金を支払っ   
ていること。30）  
④総合目録は県立図書館の目録とは別建て（カ   
ード形態は別建て。データベースは別ファイ   
ルだが，画面上では統一されてV）る。）にな   

























（5旧本図書館協会の都道府県域総合目録構想   
日本図書館協会情報管理費貞会が，J－BISC  
が発売されるのを契機に，J－BISCを生かした  




るようになった。 27）  
（3）国立国会図書館の総合目録ネットワーク   














予定である。   
これは，JAPAN脚IARCを基本とする考え方  
であり，自治省の構想の r図書館情報ネットワ  
ークシステム標準方式ガイドライン」とはマー  







2．2 都道府県域総合目録  








（2）富山県域図書館総合目録   
現在，わが国において実用化されている都道  
府県域レベルでの総合目録として唯一のもので  





①JAPAN囲RC，J・BISCの使用を前提とし，   
総合目録の作成を目的とする構想である。  
（∋公共図書館の現状で可能な書誌情報ネットワ   
ークや総合目録よりも，むしろ，より高度な   
レベルの総合目録の技術と政策の可能性を追   
求したものといえる。この点は，各種マーク   
のID番号の対照表の入手を前提とした提案   
などに表われている。  
③公共図書館では複数の民間マークが使用され   
ているため，複数のマークを一つに統合する   
ことを追求し，そのために民間マーケの  
JAPAN小生ARCへの置換えを提案してhる。  
⑥総合目録の作成のためのオンライン目録の作   
成方法やMARCの処理方法に重点が置かれ   
ており，総合目録の参加館の範囲や総合目録   
の収録資料の範囲についてはほとんど論じて   
いない。コンピュータを導入していない図書   
館にも十分配慮するなど，すべての図書館の   
参加を前提としている。   
本書の意義は次の5点である。  
①J・BISCを中心とするマークの利用による都   
道府県域の書誌情報ネットワークのあり方を   
タイプに分けて初めて明らかにしたこと。  
②書誌情報ネットワークを都道府県立図書館と   
市町村立図書館の共同事業として位置付け，   
書誌情報センターを都道府県立図書館外の組   
織として位置付けたこと。  
③都道府県立図書館の目録システムと書誌情報   
ネットワークのシステムを別個に構築するこ   
とを提起したこと。  
④書誌情報ネットワークの構築プロセスを明ら   
かにしたこと。  
⑤書誌情報ネットワーク・センターの費用負担   




①都道府県内公共図書館の使用するマークは｝   
致し得ないものであることを前提としている   
β   
が，今後一致する可能性はあるはずである。  
②全図書館のすべての書誌データを収集するこ   
とを意図して，総合目録が追求されている。   
しかし，主要な図書館の所蔵資料が明らかに   
なるだけで，ある程度の目的は達せられるは   
ずである。  
③既に実用化されており，当面実現しやすい方   
法であるいわゆる「ぶらさがり型」「相互検   
索型」は書誌情報ネットワークの前駆的形態   
として除外され，十分検討されていない。  
④オリジナルCD・ROMの作成による蔵書目録，   
総合目録データの配布については言及されて   
いるが，．十分検討されていない。当時は高価   




JAPAN／MARCへの置換えが提案されている。   
民間マークの長所が十分評価されず，  
JAPAN世ARCの評価は必ずしも適切ではな   
い。  
⑥識別番号としてJP番号やISBNを用いている   
が，その実用性には一定の限界があり，  
JAPAN仰RCへの置換えを行なっている例   
















可能性が高いといえる。   
わが国の公共図書館における総合目録   
つは自治省の構想で推進されている。その基本  
的な考え方は，1992年の r図書館情報ネットワ  
ークシステム標準方式ガイドラインJによれば，  
次の通りである。11）  




































コードに所蔵情報を付加する。   
長所はセンター館のデータ容量が削減できる  
こと，短所はJAPAN仰RCの作成後でないと  
7   
2．3 広域総合目録  



















ないようである。   
既に中止した自治体では，中止理由として次  
の点をあげている。：汐）  
①既存のコンピュータシステムとは別系統のシ   
ステムを構築するため，既にコンピュータ化   
した図書館では二重投資になる。  
②蔵書構成が類似していて相当数の複本が存在   
しており，相互貸借が飛躍的に増加するとは   
考えにくい。  
③東京都図書館情報ネットワークが既に構築さ   
れており，それとの連動を考慮しなければな   
らない。  
④標準モデルのシステムでは，貸出状況の把握   





成功する可能性があるといわれている。‘勅   
2．4 総合目録データベースの構築方法   
全国，都道府県，広域の3つのレベルの書誌  
情報ネットワークのうち，広域，都道府県の2  




④標準マーク方式   
取次店が標準マークに基づく書誌レコード情  
報を作成供給する。標準マーク番号にもとづく  



















2，5 総合目録の問題点   
以上の考察から，次のような問題点を提起し  
ておきたい。  
①日本では，総合目録は目録データの作成（購   
入）とは別に新たに編成するものであり，米   
国に比べてコストが高くなる。日本で米国の   
書誌ユーティリティに近い効果を上げるには   
マーク作成会社との協力が必要である。r図   
書館情報ネットワークシステム標準方式ガイ   
ドラインJでは，マーク作成会社からセンタ   
ー館へ直接マーク情報を提供する方法が提案   
されている。戯）なお，同じマークを使ってい   
る図書館が，行政区画に関係なく，マーク作   
成会社を通じて協力することもできると思わ   
れる。  
②総合目録の収録対象館，収録対象資料は費用   
効果比の観点から決定すべきである。全公共   
β   
図書館の全蔵書を収録する必要はない。主要   
な大規模図書館の蔵書，各図書館の古い蔵書   
を収録するだけでも効果的である。小図書館   
が参加した場合，ユニーク・タイトルは少な   
く，複本の相互貸借（予約）申し込みの順位   
も低くなる。相互貸借の申し込み先は県立図   
書館や大塊模図書館が先になると考えられる   
からである。ただし，この点に関しては，先   
に述べたように全体のバランスを考慮するこ   
とが必要である。  
③複数のマークを利用する全国共通の標準的な   
方法を定めることは有意義であるが，県内の   
主要図書館が同一マークを使用する可能性も   
かなりある。その場合，富山県の方式で総合   
目録の作成は可能である。ただし，全国総合   
目録が同じ方法で作成されるならば，統一す   
る意義はある。  
④広域の総合目録の場合，特に小規模な図書館   
の場合には資料の重複が多く，効率が低い。   
広域でも相互貸借は必要であるが，貸借する   
資料はポピュラーなものが多いため，本格的   
な総合目録は，効果に比べて費用が高くなり   
すぎる。参加館数が少ない場合は，山梨県の   
石和町立図書館ほかの4自治体間で行われて   
いる費用の安t）相互検索型ネットワーク伯）が   
十分役に立つと思われる。  
⑤目録データベースの書誌データのフォーマッ   
トや記載項目，ネットワークのシステムは十   
分な検討の上で決定すべきである。現在，実   




⑥総合日録に関する十分な計画が必要である。   
自治省の構想を検討するために設けられた委   
員会は私的諮問委貞会であり，公共図書館界   
の意見を十分に反映することは困難である。   
また，それをバックアップすべき日本図書館   
協会は十分論議を組織していない。   
3．郷土資料総合日録   
3．1総合目録の意義   
県立図書館は県下の郷土資料を相当幅広く収   
わが国の公共図書館における総合目録   





























































3．3 都道府県域総合目録  









































あるという意見が強い。別師   
4．雑誌総合目録  
4．1全国総合目録  





























（3）「学術雑誌総合目録 冒文編J   








抽出して総合目録を編集することも可能である。   
これは，文部省や学術情報センターと公共図  
書館の協力の一例である。  
4．2 都道府県域総合目録  




するものである。鎚）   
これらの目録は次の3種類の異質な雑誌目録  
の集大成である。  
①都道府県立図書館，大規模市立図書館の保存   
雑誌目録（所蔵巻号まで記述されている）  
②各図書館の郷土関係保存雑誌目録（所轡号   
まで記述されている）  
③市町村立図書館の受入雑誌目録（所蔵年数程   
度の記述である）   
ほかに次のものが含まれている場合もある。  
④企業，研究機関，都道府県立の関係機関の所   





増加する。   
わが国の公共図書館における総合目録  
るが，それぞれの考え方の比較検討や総合的   
な考察が行われていない。  
②総合目録作成の効果とコストの比較評価が必   
要である。公共図書館界では，しばしば，総   
合目録の作成を前提として議論考行なってい   
るが，必要なコストと効果を比較しなければ   
ならない。コンピュータ・システムの技術の   
レベル，参加図書館や収録資料の範囲も同様   
である。  
③総合目録の作成コストや他の検索手頃との比   
較評価は技術革新によって変化する。特に，   
今後，インターネットのような技術革新に   
よ？て大きな変化が生ずることが予想される。   
これに対応するには技術面の情報の提供が必   
要である。  
④資料費増加による蔵書収集の強化と総合日録   
の比較評価が必要である。資料費の増加と大   
規模なコレクションの収集は総合目録作成の   
前提としても必要である。  
⑤総合目録の作成には書誌・所蔵データ作成が   
必要であるが，データ作成に際しては中小図   
書館の負担を考慮する必要がある。わが国で，   
ネットワーク化に際してこうした問題が起き   
るのは，わが国の図書館ネットワークが書誌   
情報ネットワーク中心で，本来の広域図書館   
システムが整備されていないためである。広   
域図書館システムが整備されれぼ，目録業務   
そのものが集中処理されるため，こうした問   
題は起きないはずである。  
（む総合目録の効果を明確にするには，総合目録   
の利用チータの収集と作成，効果の測定・調   
査が必要である。公共図書館では，この点は   
きわめて不十分である。これとはやや異なる   
が，愛知県では，「愛知県郷土資料総合目録   
第2集Jの出版に際して，図書館員，学校数   
貞，大学教授，郷土史研究家の意見を集めて   
発表している。72）このような地道な努力も有   
意義である。  





















査を行い，迅速にデータを更新する必要がある。   















でなければならないことがわかる。71）   
5．総合目録論の課題  
5．1総合日録に関する検討課題   
総合目録に関する検討課題として，次の点を  
あをヂることができる。  
①総合目録に関する理論的枠組を明らかにする   
ことが必要である。これが不十分であるため，   
十分な議論が行われていない。総合目録の検   
討は様々な場所で行われ，指針も示されてい  
苔誌索引展望 第18巻 第2号  
書館の蔵書と見なすことができる。このよう   
に考える場合，公共図書館の蔵書として大規   
模なものとして，公共図書館の全国総合目録，   
次いで，大規模都府県立図書館と政令指定都   
市立中央図書館の蔵書がある。その次のグル   
ープとして，中規模の県の県域総合目録，大   
規模市立図書館の蔵書，中規模の県立図書館   
の蔵書などが考えられる。これらの5種類の   
コレクションが，どの範囲（地域）まで相互   
貸嘩を行い，相互貸借においてどのような役   
割を分担するのかの検討が必要である。間窟   
は，都道府県立図書館間，市町村立図寄館問   
で相互貸借がどの程度可能か，国立国会図書   
館と他県の公共図曹館のどちらに依存するの   
かであろう。  
②現在，公共図香館の総合目録に関しては，文   
部省と学術情報センター，国立国会図書館，   
自治省が関係している。このうち自治省の政   
策は広域圏政策に基づくものであり，広域圏   
に関しては総合目録は必ずしも適切な政策と   
はいえない。これらの政策は，公共図書館の   
側から実情に合うように再構成する必要があ   
る。そのためには総合目録に関する十分な情   
報提供と議論の組織化が必要である。  
おわりに   
本稿は，1993年度全国公共図書館整理部門研  
究集会における発表の一部を加筆したものであ  
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